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１．第３期廃棄物最終処分場（管理型）建設の確認書締結について 

 富士市において、廃棄物最終処分場は産業都市として現在の社会活動での

必要不可欠な施設であり、また産業界からも建設要望を受けていることか

ら、第３期廃棄物最終処分場（管理型）が必要であるとした中で、第三セク

ターである株式会社富士環境保全公社の事業運営の下、第３期廃棄物最終処

分場の建設が行われる予定になっている。 

 現在、その建設に当たっては、新たな施設の安全性や環境への影響を含め

ての事業運営等の議論が進められてきた中で、関係地区と富士市と公社の３

者で合意形成がなされての確認書の締結が進められていると聞き及んでい

る。私も吉永地区の確認書の内容については確認したが、示された項目には、

前回の確認書との大きな相違点として、「公社は第４期処分場を建設しない

ものとする」等がある。 

 今後、各関係地区との合意形成がなされ、確認書締結が終了した中で建設

が行われると思われるが、今回の確認書にも法令等を遵守することがうたわ

れており、言うまでもなく、確認書の項目の遵守が大原則であるのは当然で

あるが、他の自治体でごみ処理施設建設での覚書が守られない問題が起きて

いる事例もあり、地域住民の中には、たとえ確認書を締結したとしても将来

の遵守への不安の声もある。改めて、市民の不安払拭を含め、議会において

も市が関わる第３期廃棄物最終処分場の確認書についてつまびらかにし、将

来において確認書の遵守を担保する一助とすべきと考える。 

 今回、全ての関係地区で確認書が締結されることで、今後、建設が進むこ

とになると思われるが、施設建設・運営の安全・安心はもとより、地球環境

として施設の今後のことを考えると、今まで以上にごみの減量や資源のリサ

イクルについての取組が求められる。そこで、以下質問をする。 

(1) 関係地区、富士市、株式会社富士環境保全公社の３者で確認書を結ぶ意

味合いはどのようなものか、また、第３期廃棄物最終処分場建設時に交わ

している確認書の内容は各関係地区によって違うのか。 

(2) 前回の確認書の内容とは大きな相違点もある中で、確認書の項目が遵守

されないことはあってはならないことであるが、他の自治体で遵守されな

いことが問題となっていることについての見解はどのようなものか、ま

た、現時点での関係地区との確認書の締結状況はどのようになっているの

か。 

(3) 第３期廃棄物最終処分場に係る確認書の締結後、事業内容のスケジュー

ルはどのように進められるのか、また、施設の延命を図るための取組はど

のようなものか。 

２．国指定史跡浅間古墳の発掘事業の推進について 

 富士市唯一の国指定史跡である浅間古墳についての取組は、今まで須津古

墳群として進められてきたが、浅間古墳を将来にわたって確実に保存・継承

していくための具体的な方法を記載した計画として、本年度内に浅間古墳保

存活用計画が策定される。千人塚古墳保存活用計画の策定時より国指定史跡

浅間古墳の保存・活用を目指して取り組まれてきた経緯もあり、浅間古墳を

将来にわたって確実に保存・継承をして行く上での具体的な方法を記載した

計画策定は待ち望まれていた。 

 今回の計画策定により、今後、計画に基づき浅間古墳の事業がスタートす

ることで、保存管理・活用も含め、本格的に発掘等様々な取組が行われてい
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くと思われる。特に発掘事業については今まで明確でなかった古墳の築造時

期や正確な大きさを含めて様々な謎が解明されることに、地域、関係者等は

大きな期待を寄せている。今までの経緯を考えると、計画策定後の新年度、

直ちに計画の実現に取り組むことを望んでおり、少しでも早い発掘事業等の

取組が求められる。ただ、発掘事業に関しては経費と時間がかかることが予

想されている。 

 今後この発掘事業を加速化させる上で、須津古墳群の活用は第六次富士市

総合計画の中でも上位計画に位置づけられており、浅間古墳保存活用計画が

策定されることで富士市を挙げての取組として推進すべきである。改めて、

国指定史跡の発掘事業に関しては、それなりの年月と財源が必要な事業であ

るため、発掘事業については早期に個別の事業（大規模投資事業）として位

置づけて取り組む必要があると考え、以下質問をする。 

(1) 計画が策定されることで発掘事業に取り組まれると思うが、発掘により

期待されるものは何か、また、計画では発掘調査・研究はどのように進め

られるのか。 

(2) 計画では、発掘事業には具体的にどのくらいの期間と財源が必要として

いるか、また、今後、発掘事業を加速化させる上でも個別事業として大規

模投資事業に位置づけて進めるべきと考えるがいかがか。 

(3) 発掘調査・研究も含め浅間古墳の整備についての考えを伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


